
 

 

 

 

 令和５年度 １学期終業式  
 ７／２０（木）、今年度の１学期終業式を行いました。「after コロナ」の中で学校行事や授業等

も日常を取り戻し、大きな事件や事故もなく、無事に１学期を終えることができました。終業式

の中で本田勇人校長先生は次のように式辞を述べられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この１学期には、いろいろな場面で「よりよきものを求め」「心を通わせながら」活動する皆さんの姿

が見られたことは大変うれしいことでした。その結果、言ってみるならば、皆さんの活動の一つ一つに

は、「自分たちの思いを形にして表現する」、そんな１学期だったと思います。 

○体育大会、各班の団結力、まとまろうという思いを、応援合戦という形で表現してくれました。３年生

は、最後の体育大会にかける思いを、力強い「山中ソーラン」という形で表現してくれました。 

○また、３年生の京都御池中学校との交流では、原爆落下中心地に最も近くにある中学校に生活する者

の責任として、平和への思いを、被爆遺構で、平和案内人として説明するという形で表現してくれまし

た。１年生の平和フィールドワークでは、長崎において日々の平和を追究していく思いを、観光でお見え

になった方々にインタビューをするという形で表現してくれました。さらに、原爆落下中心地、爆心地公

園に奉納されていた「千羽鶴」が燃やされるという悲しい報道を受けて、思いのこもった「千羽鶴」への

この行為に心を痛め、このようなことが起きてはならないという思いから、改めて全校生徒で鶴を折り、

「千羽鶴」として奉納しようという形で表現をしてくれました。 

○思っていても、思いはあっても、形にならない、形にできないことが多い中、この１学期だけでも、今

述べたようなことが形となって表現ができている。大変素晴らしいことだと思います。「思いを形にする

ということ」、どうか、このことは２学期のいろんな活動においても続けていってほしいと思います。 

○いよいよ明日から、およそ４０日間の夏休みとなります。皆さんがこの長い夏休みをしっかり過ごし、

９／１（金）もまた、元気に全校生徒の皆さんと顔を合わせたいと思います。そのために、私から２つの

お願いをしたいと思います。 

○１つ目は、何といっても「皆さん一人一人の命を大切にしてほしい」ということです。大雨や川の氾

濫、土砂崩れなどで大きな被害が発生し、多くの方が被害に遭うようなことも報道されています。また、

毎年のように海や川での事故、交通事故等に小中学生が巻き込まれるという悲しいニュースも聞かれま

す。皆さんは決してそのような被害や事故に遭わないように十分に気を付けてほしいと思います。 

○また、どうか、大きな不安に襲われたり、寂しさを感じたりしたときは、身近な家族や先生、友人に打

ち明けて、どうか心を軽くしてほしい、決して命を粗末にすることのないようにしてほしいと心から思

います。 

○２つ目は、この夏休みの４０日間、「自分が決めた『計画』に従って生活をすることを、どうか、やり

遂げてほしい」ということです。夏休み期間には、学校と違い、学習のことや生活面について、あれこれ

と注意してくれる人はいません。すべて自分で判断し、行動することが求められます。ぜひ自分が立てた

計画に沿って、正しく判断して正しく行動する、そのことをやり遂げてほしいと思います。 

○９／１（金）の始業式には、元気に生徒の皆さんとお会いし、４０日間自分の計画に沿って、学習に取

り組んだり、生活したりすることを成し遂げた、そんな皆さんとともに、「思いを形にしていく」２学期

を、皆さんとともに迎えたいと思います。では、充実した夏休みを過ごしてください。 

～心を込めた「あいさつ」「校歌」 輝く「笑顔」～ 
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学年代表の言葉 ※３人とも堂々としていて素晴らしい発表でした！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレッグ先生、お世話になりました！  
６年間、本校を中心に勤務されたＡＬＴのグレッグ先生が、７／２０

（木）をもって離任され、母国のカナダに帰国されることになりまし

た。離任式の中でグレッグ先生は、「さようならではなく、また会いま

しょう！」とおっしゃっていました。「本当は帰国したくない」とも。

日本語がとても上手で、釣りが大好きで、みんなから愛されたグレッ

グ先生、いつかまた会いましょう！  
 

 

県中総体・コンクール激励会 
今年の県中総体は７／２２（土）～２４（月）に県内各地で開催され、

山里中からは団体種目６団体、個人種目２４名が出場します。長崎市の

代表として九州大会・全国大会の「上位大会」を目指します。また、コー

ラス部は７／２６（水）に「NHK 全国学校音楽コンクール長崎県大会」へ、

吹奏楽部は７／２９（土）に「長崎県吹奏楽コンクール県南大会」へ出場

します。同じく九州大会や全国大会の「上位大会」を目指して頑張ってい

ます。皆さま、応援をよろしくお願いいたします。 

 

長崎市中総体卓球競技で個人優勝し

た山口颯香さんによる「選手宣誓」 

【７／１３（木）の激励式の様子です。】 

１年生：竹中真理さん 
中学校生活はたくさんの「初めて」であふれていた。特に記憶に残った

出来事は「体育大会」（順位よりもどれだけ楽しいかが重要だと思った。）

と「校外学習」（事実だけでなく、絵画に秘められた作者の“思い”を知

った。）です。３か月間という短い時間でも、様々な思い出や思いが詰ま

った大切な思い出ができ、とても充実した１学期だった。２学期は自分

ができることを考え、クラスのために行動することを目標とし、毎日を

過ごしていきたい。 

２年生：友成義宣さん 
「先輩」としての自覚が出てきてから約３か月。一人の生徒として良

い点も悪い点もある。一つ目は「ＪＡ」（Ｊは「時間」、Ａは「あいさつ」）。

あいさつはよく取り組むことができたが、時間については個人としても

全体としても反省が多かった。二つ目は「体育大会」。日を重ねるにつれ

体育大会への真剣さが増し、団結力が上がっていることを感じた。応援

の部では金賞を取ることができ、クラスの自信となった。学級目標「百

花繚乱」を目指し、２学期はさらにステップアップしていきたい。 

３年生：山下開大さん 

学年のテーマは「自ら考えて行動する」。体育大会では勝負よりも大切

な「団結すること」を皆で共有できたことは大きな喜びとなった。京都

御池中学校との交流（オンライン会議や平和案内ボランティア）に挑戦

し、平和を発信する機会をもらえたことは貴重な体験になった。２学期

は「なりたい自分」になれるための環境をつくっていきたい。この夏は

大きく飛躍できる最大のチャンス。一日一日を大切に過ごしていきたい。 

 

 


